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生活糊 受業モ デル 「電気の かがく」 における小学 2年生の探索行動

　　 一 「観察」 及び 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」行為に着 目して一

　　　　　　　　　　　〇小谷卓也 ， 長瀬美子 ， 横畠睦

　　　　　 Ta   ya　KOTANI ポosh 血o　NAGASE
，
　MutSumi 　YOKOBATAKE

　　　　　　　　　　　　　大阪大谷大学 教育学部
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1．研究の背景と目的

　2008（平成 20）年の小学校学習指導要領改訂によ

り生活科では 、　 「気付きの 質を高める」 こ とに加

え、　 「科学的な見方 ・考え方の基礎を養 う」 こ と

が強調 された。改訂の 背景には 、 学習活動が体験

だけに終始 し、活動や体験を振 り返 っ て考えると

い う低学年の特質を生 か した指導が不十分で あっ

た こ とが指摘 され て い る
1）

。 そ こ で本研究では 、

（1）低学年児童 に適した科学的な見方 ・考え方を芽

生 えさせ る 1 っ の 方法として モ デル授業 「電気の

かがく」 を提案し、（2）本モ デル授業を生活科で実

施 し た際の 小学 2年生 の探索行動の特陛を明 らか

にする こ とを研究の 主たる 目的とした 。

2，研究の方法

（1）生活科授業モ デル 「電気の かが く」 の概要

　 「かがく」 とは 、 幼児期か ら低学年児童期（3−8

歳）に特化 した科学教育プロ グラム で ある
2 ）。

1）「か が く」の ね らい ： 「か が く」で は 、 basic　science

process　skiUS と呼ばれ る 「思考 の ス キル 獲得」 と 、

思考 の ス キル を用 い た 「自分な りの 理 屈（考え）の

構築」 を第 1 の ね らい として い る。　 「科学知識の

習得」 に つ い て は、　 「かが く」 の 授業を構成する

上 で 「知的な気づ き」 とし て設定するが、全員が

習得するべ きね らい とは して い ない （表 1参照）。

表 1 「電 気の か が く」にお ける 「思考の ス キル 」と 「知的な気づ き」

幽 1（ヲ思考に必要な知的技能）

  「観察」 の ス キ ル ：豆 電球、導線、乾電池の 3

つ の 電気部品をよ く見なが ら、 豆電球が点灯する

っ なぎ方を考えよ うとする 。

  「コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン」 の ス キル ：豆電球が点

灯するつ なぎ方 につ い て の発見や 自分の考えを友

達に伝え ようとする。

齪 ］（
＝極め て基礎的な科学知識）

　豆電球、導線、乾電池の 「光沢部分」 をつ なぐ

と豆電球が点灯する こ とに体験を通 して気づ く。

2） 「かが く」 の授業構成 ：低学年で は、第 1 工程

「投げか けの 時間」 、第 2 工 程 「探究（1 人学び）

の 時間」、第 3工程 「振 り返 り（集団学び）の 時間」、

第4工 程 「振 り返 りを踏まえた探究の 時間」が 厂理

解確認」
・「理解深化」 の 2 部ずっ で構成された。

（2）調査の 実際

1）実施 目時 ：2013年 10月 21 日（月）1 ・4 ・5 限

2）調査対象児 ： 小学 2年生 10名

3）実施場所 ；私立はつ しば学園小学校

4）データ取得の方法 ：生活科（自然領域）の 授業に

特に関心 の 高い 男児 4 名 （M1〜M4）と女児 6 名 （Fl
〜F6）を抽出児 とし、彼 らの 「こ とば」 と 「行動」

を 1抽出児につ き 1台の ビデオカ メラで記録した。
5）分析の 方法 ：科学知識 を与えずに 3 っ の電気部

品を接続させ る課題に対 し、第 2 工 程における抽

出児の 探索行動を 「観察」 と 「コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 」行為に着 目して 量的及び質的に分析 した。

3．研究の結果 と考察

（1）探索過程の 「観察」行動の 特徴

　抽出児 10名の 「観察」行動の 共通点は、1）探索

行動 中は導線の っ なぎ方 と豆電球の 点灯する様子

を注視 して い た、2）問題解決で きない 場面や他者

の発見場面で は、　 「他者の行動」 を頻繁に（3−5 回

／1分間）見ようとして い た、であっ た（図 1参照）。
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図 1 他者の 行動を見ようとする姿の 出現頻度（回／分）

（2）探索過程の 「コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 」 行動 の 特徴

　抽出児 10名の 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」行動 の 共

通点は、1）もの と関わっ て探索して い る時 は無言

になる傾向 が あ っ た 、
2）探索行動中は 「独 り言」

を発す る傾向があ っ た、で あっ た。
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